


(平成 24 年 度 継続 調査 結果 ) 


平成 25 年 1 月 


岩手 県 保健 福祉 部 医療 推進 課 


调查 目的 


福島 第 一 原子 力 発電 所 事故 に 係る 影 殴 に つい て は 、 平 成 24 年 月 の 岩手 県 放映 

線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 有識者 会 議 に お いて 、「 本 県 の 子ども の 放射 線 被ばく 
に よる 健康 影響 は 極め て 小さ く 、 こ れ ま で と 同様 の 食 生 活 を 継続 し て も 健康 に 影 
響 が 及ぶ と は 考え に くい 」 と の 評価 が 示さ れ だ た と ころ 。 


し か し 、 必 ず し も 県 民 の 不安 が 解消 され て いる と は 言い 難い 状況 に ある こと か が 
ら 、 尿 中 放射 性 物質 の 推移 を モニ タリ ング し 、 そ の リス ク 評 価 を 分 か りや すぐ 県 
民 に お 示し し て いく と いう リス クコ ミュ ニケ ーション の 観点 か ら 、 再 調査 ( 尿 中 
放射 性 物质 槟 得) を 実施 する 。 


调查 概要 a 


【 基 本 的 に 前 回 調査 と 同一 の 手法 で 調査 し た 結果 を 比較 】 
1 調査 期間 平成 24 年 10 月 15 日 て 平成 25 年 1 月 25 日 


2 調査 方 法 
(1) 平成 23 年 度 の 調査 対象 者 (当時 15 歳 以下 の 子ども 132 人 ) の うち 、 今 回 調 

査 の 協力 者 (86 人 ) に 対し 、 可 能 な 限り 前 回 同様 の 条件 で 再 調 査 を 実施 

① 調査 対象 者 に よる 尿 採取 ( 尿 量 20) 、 問 診 票 (採尿 記録 ) の 記入 ・ 提 出 

② ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 に よる 測定 
・ 検 査 機関 (岩手 県 環境 保健 研究 センター) の ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 利用 

(ORTEC 社 製 GEM30-70-XLB-O) 

・ 1 検体 当たり 60 分 か け て 測定 (検出 限界 0.3~0.9Bq/K 程 度 ) 


(2) 1 日 尿 中 放射 性 物質 量 と 、 こ れ に 基づく 預 託 実効 線量 を 算出 ・ 評 価 
① 1 日 尿 中 放射 性 物質 量 を 算出 (採尿 記録 を 元 に 前 回 調査 と 同一 手法 で 計算 ) 
② 預託 実効 線量 (※) を 評価 
・ 独 立 行政 法人 放射 線 医学 総合 研究 所 が 開発 し た 専用 の アプ リケーション ソフ ト 
(MONDALS) を 利用 
※ 預 託 実 効 線量 (mSv) と は 、 体 内 か ら の 内 部 被ばく 線量 に つい て 、 成 人 で 50 年 間 、 
子ども で 70 歳 まで の 生涯 の 索 積 線量 を 表し た も の 。 


(3) 測定 デー タ を 分 析 す る と と も に 、 前 回 調査 デー タ と 比較 検証 





協力 確認 


③ 検 査 方 法 
等 説明 


⑦ 尿 採取 
容 准 送付 賭 【保健 所 】 


吉 放 1. 検査 受付 (市 町 村 連 携 
2. 検体 送付 (っ 環 保 研 ) 
3. 検査 結果 評価 
4. 相談 対応 


【 医 療 推進 課 】 


関係 機関 の 調整 
(市 町 村 、 保 健 所 、 
検査 機関 等 ) 


通知 等 


【 検 査 機関 】 


尿 中 セシウム 等 
検査 の 実施 (分 
几 字 三 叫 人 半 道 
体检 出 器 、 尿 量 
2 48) 








※1 宮古 市 に つい て は EE は 参加 し な か っ た こと 
※2 一 関 市 2 回 目 に つい て は 、1 回 目 調 査 以降 に 残 石 市 に 転居 し た 者 1 名 を 含む こと 


1 回 目 ( 平 成 23 年 度 ) 
15 歳 , 3 ンー 3 诚 ， 1 








14 歳 , 6 
5 歳 , 8 
13 歳 , 9 
12 歳 , 5 
6 歳 , 9 
11 歳 , 9 
「 7 项 , 7 


10 歳 , 6 


9 歳 , 9 


2 回 目 ( 平 成 24 年 度 ) 


16 歳 , 2 






4 歳 , 2 
5 歳 , 7 


6 歳 , 9 


7 歳 , 7 


"9 歳 , 5 


6 一 7Bq/t 未 满 


5~6Bq/t 未 满 | 


4~5Bq/t 未 满 
3 一 4Bq/t 未 滴 
2 一 3Bq/t 未 满 
1~2Bq/t 未 泣 

1Bq/t 未 滴 


不 検出 (N.D.) 


※ 検出 限界 は 、 そ れ ぞ れ の 核種 で 概ね 0.3 て 0.5Bq/ 程 度 


0 人 


20 人 40 人 60 人 


2 回 目 (平成 24 年 度 ) 


7Bq/{ 以 上 0 人 


6 一 7Bq/t 未 满 
5 一 6Bq/t 未 满 
4~5Bq/t 未 泣 


3~4Bq/ じ 未満 


2~3Bq/t 未 满 


1~2Bq/t 未 泣 


1Bq/t 未 沉 


不 検出 (N.D.) 


0 人 


20 人 40 人 60 人 





(いずれ の グラ フ と も ロー テ 86) 


1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 ("34Cs 十 137Cs) * 


(いずれ の グラ フ と も n=86) 
1 回 目 (平成 23 年 度 ) 


7Bo 日 以上 
6 一 7Bq/ 日 未 满 
5 一 6Bq/ 日 未 满 
4~5Bq/ 日 未 满 


3 4Baq/ 日 未満 


2-3Bo/ 日 未満 


1 一 2Bq/ 日 未 满 
1Bq/ 日 未満 
不 検出 (N.D.) 


0 人 


20 人 40 人 ”60 人 


2 回 目 ( 平 成 24 年 度 ) 


7Bq/ 日 以上 
6-7Boq/ 日 未満 
5 一 6Bq/ 日 未満 
4~ 人 5Bq/ 日 未 满 
3 一 4Bq/ 日 未 满 
2 一 3Bq/ 日 未 满 
1 一 2Bq/ 日 未 满 

1Bq/ 日 未満 
不 検出 (N.D.) 


0 人 





20 人 40 人 ”60 人 


100Bq/% 以 上 
80~100Bq/t 未 满 
60 一 80Bq/t 未 满 


40~60Bq/t 未 满 40 一 60Bq/t 未 满 


20 一 40Bq/t 未 满 20~40Bq/【 未 満 


20Bq/{ 未 満 20Bqa/{ 未 満 


0 人 20 人 40 人 60 人 0 人 20 人 40 人 60 人 


※ 放射 性 カリ ウム は 、 原 発 事故 と は 無関係 に 自然 放射 性 物質 ( 全 カ リウ ム 中 0. 012% 存 在 ) と し て 摂取 し 
て いる も の で 、 平 均 的 な 食 生活 に お ける 1 日 の に C9 92 レル と いっ 
や 、 尿 1 リッ トル 当たり の 排出 量 に つい て 日 本 人 ( 全 





60~80Bq/ 日 未満 60~80Bq/ 日 未満 


40~60Bq/ 日 未満 40~60Bq/ 日 未満 


20~40Bq/ 日 未満 20~40Bq/ 日 未満 


20Bq/ 日 未満 20Bq/ 日 未 满 


0 人 20 人 40 人 60 人 0 人 20 人 40 人 60 人 





放射 性 セシウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSv) 


(いずれ の グラ フ と も ロー テ 86) 
1 回 目 (平成 23 年 ) 2 回 目 ( 平 成 24 年 ) 1 ン 2 回 目 通算 


0.03~ 0.03~ 0.03~ 
0.04mSv 未 满 0 人 0.04mSyv 未 満 0 人 0.04mSyv 未 満 1 人 


0.02~ 0.02~ 0.02~ 
0.03mSyv 未 満 6 人 0.03mSv 未 満 0 人 0.03mSv 未 満 8 人 


0.01~ 0.01~ 0.01~ 


0.02mSyv 未 満 0.02mSy 未 満 0 人 0.02mSyv 未 満 


0.01mSv 未 満 0.01mSyv 未 満 0.01mSyv 未 満 


0 人 50 人 0 人 


【 預 託 実効 線量 の 算出 方 法 】 
1 回 目 は 、 原 発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
2 回 目 は 、1 回 目 調査 終了 日 翌日 を 起点 と し 、2 回 目 調査 時 (平成 24 年 11 月 頃 ) ま で と し て 算出 。 
1 >2 回 目 通 算 は 、 個 々 の 調査 対象 者 に つき 1 回 目 と 2 回 目 を 合計 し た 預託 実効 線量 。 





個人 別 の 放射 性 物質 量 の 増減 (1 日 尿 当 た り ) 。 


(n=86) (n=83) 


1 日 放射 性 セシウム 量 1 日 放射 性 カリ ウム 量 
5.00 Bq/ 日 120.00 Bq/ 日 


4.00 Be 日 100.00 Bo/ 日 


80.00 Bq/ 日 
3.00 Bq/ 日 

60.00 Bq/ 日 
2.00 Ba/ 日 

40.00 Bq/ 日 


1.00 Ba/ 
Ls 20.00 Bo/ 晶 


不 検出 (N.D.) 0.00 Bq/ 日 
2 回 目 








1 放映 性 ヨウ 素 
調査 対象 者 86 人 全員 不 検出 (検出 限界 く 1.0Bq/ 未 満 ) 。 


2 預託 実効 線量 (内 部 彼 ば く 線 量 ) の 推計 ・ 評 価 
如 手 県 放射 線 内 部 彼 ば く 健 康 影響 調査 有識者 会 議 に お いて 検討 し た と ころ 、 
「 尿 中 の 放射 性 セシウム の 量 は 減少 し て お り 、 聞 託 実効 線量 も 0.01mSy 未 満 で 
ある こと か ら 、 放 射線 セシウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ 
る 。」 と され まし た 。 


3 今後 の 対策 (調査 の 継続 ・ 追 加 調 査 等 ) へ の 委員 か ら の ご 意見 
内 部 彼 ば くに よる 健康 影響 は 極め て 小さ く 、 調 査 の 継続 は 必要 な いと 考え 


る 。 

内 部 被ばく の 減少 を わか りや すぐ 伝え る 貴重 な デー タ で あり 、 リ スク コ 

ミュ ニケ ーション の 一 環 と し て 、 可 能 で あれ ば も うつ 少し 継続 し て は どう が 。 
安心 で きす 検査 を 希望 する 県 民 に つい て は 、 市 町 村 と 協力 し 検査 の 実施 を 
検討 し て は ご つが 。 


